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はじめに

　南風原町商工会では、平成２７年度より南風原町地域ブランド構築・展開プロジェクトを
南風原町より受託し、地域資源を掘り起こし、特産品開発と販路開拓等の事業や特産品のブ
ラッシュアップ及び本町のブランド構築を図り、情報発信等を行う一連の事業を実施してま
いりました。
また南風原町の活性化を図るために、本町の地域資源を活用した優良な商品を、南風原町
地域ブランドの認定商品「はえばる良品」として認定し本町の産品を広く多くの方に知っても
らい、愛用していただくと共に、産業振興や知名度・イメージの向上を図るよう取り組んでき
ました。これまでの取り組みにより、今年度は７品目の本町の特産品が誕生しました。その中
からふるさと納税の返礼品としても県内外へ発信しており、今後も継続し多くの特産品を発
掘していく所存でございます。
　本事業を推進するにあたりましては、偏にご参加頂きました皆様のご支援とご指導の賜物
でありますので、本会を代表し深く感謝申し上げます。

平成３０年３月　
南風原町商工会　
会長　金城　宏孝
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平成29年度 事業決算

※ 収支報告に関しては、別紙資料

「平成29年度 南風原町地域ブランド構築・展開プロジェクト 収支決算書」

自　平成29年4月 1日

至　平成30年3月30日

をご参照ください。
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平成 29 年度 南風原町地域ブランド認定商品「はえばる良品」の選定について 
  

 平成 29 年 12 月 19 日に南風原町地域ブランド選定委員会を開催し、平成 29 年度 南風原町地域ブランド認定商品「は

えばる良品」を選定し、2 月 6 日に南風原町長（城間俊安）に報告、承認を受け、2 月 10 日 第 9 回 南風原物産展にて

南風原町（城間俊安町長）、南風原町商工会（金城宏孝会長）の連名で認定した。 

＜食品部門＞ 

◯ 漉しかぼちゃ使って味わうスープの素（大城野菜生産農園加工所） 

◯ ゆめかなえぼしパウンドケーキ（ケーキの店 DUO） 

◯ 沖縄キビまる豚（農業生産法人株式会社福まる農場） 

◯ ぴよぴよシフォン（美ら卵養鶏場） 

 

＜非食品部門＞ 

◯ SANGO くっしょん（沖縄子育て良品） 

◯ Uwatchna-（yu-I Factory） 

◯ はえばるのまきもの（琉球絣事業協同組合） 
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◯ パブリシティへの活動報告について

4 月

4 月 6 日：沖縄タイムス社 掲載 4 月 20 日 : 沖縄タイムス社 掲載 4 月 21 日 ~ 23 日 : 第 9 回 沖縄国際映画祭りにて

５月

5 月 12 日：琉球新報社 掲載 ５月 18 日：南風原町商工会 総代会にて

6 月

6 月 20 日 ( 日）：RBC 琉球放送「島人の宝」にて、南風原町商工会認定商品『はえばる良品』の

　　　　　　　  「漉しかぼちゃ使って味わうスープの素（大城野菜生産農園加工所）」、「ぴよぴよシフォン（美ら卵養鶏場）」

　　　　　　　が紹介されました。
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７月

７月７日：琉球新報社 掲載

７月 20 日：沖縄タイムス社 掲載 ７月 25 日 ( 火）～３１日（月）

リウボウ古島マルシェ店にて「ぴよぴよシフォン（美ら卵養鶏場）」販売

８月

７月７日：ANA SUITE LOUNGE にて「ゆめかなえぼし」終日 無料配布

広報はえばる ７月号 掲載 広報はえばる 8 月号 掲載

◯ パブリシティへの活動について
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◯ パブリシティへの活動について

9 月

９月６日：南風原町役場にて出展 PR

「漉しかぼちゃ使って味わうスープの素
( 大城野菜生産農園加工所 )」

９月 2６日 ( 火）～１０月２日（月）

那覇市久茂地 デパート リウボウ １階 スイーツステージにて

「ぴよぴよシフォン（美ら卵養鶏場）」販売

１０月

9 月 1 日：琉球新報社 掲載広報はえばる 9 月号 掲載

10 月７日（土）～９日（月） 浮島ガーデン京都店にて「はえばるのまきもの」出展 PR

９月７日：南風原町役場にて出展 PR

「ぴよぴよシフォン（美ら卵養鶏場）」

９月２７日：南風原町役場にて出展 PR

「ゆめかなえぼしパウンドケーキ
（ケーキ店 DUO）」
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11 月

11 月 1５日 ( 水）

NHK 沖縄放送局

おきなわ HOTeye

11 月 17 日（金）

NHK 福岡放送局

はっけん TV

にて「南風原町産

スターフルーツ」が

紹介されました。

１２月

11 月６日（月）～１０日（金）RBC 琉球放送
「気ままにロハススタイル」にて大城野菜生産加工所の取り組み

が紹介されました。

11 月３日（土）・４日（日） 横浜市鶴見区で開催された
第２回 鶴見ウチナー祭に「漉しかぼちゃ使って味わう
スープの素（大城野菜生産加工所）」が出品しました

12 月 10 日（日）RBC 琉球放送「島人の宝」にて
モノづくり分野 NUNUSAAA プロジェクトの取り組みが
紹介されました

11 月 12 日：沖縄タイムス社 掲載

12 月 1 日：琉球新報社 掲載

沖縄タイムス 副読紙 らくら １２月号（上）
おきなわいちば 2018 winter 60（右下

◯ パブリシティへの活動について
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平成 年５月３０日 第１回 食品部門 ワークショップ開催

【 出 席 者 】

・知名 伸一 氏（（有）美ら卵養鶏場） ・上江洲 俊介 氏（㈱アキプロモーション）

・與那覇 政儀 氏（ケーキの店デュゥオ） ・大城 清美 氏（大城野菜生産農園加工所）

・野原 和子 氏（のはらファーム） ・大城 清子 氏（美花城ファーム）

【 講 師 】

・青木 元 氏（株式会社 ノイズ・バリュー社）

【事 務 局】（南風原町地域ブランド構築・展開プロジェクト）

・大城 雅史 （主任） 金城 昌之（支援員） 島袋 さやか（支援員）

・金城 和也 （南風原町商工会 経営指導員）

【 内 容 】

１．本ワークショップの紹介 ２．小規模事業者が果たすべきＰＲ方法

【 議 事 録 】

昨年から参加した事業者においては、ワークショップに参加して成果を出している。小規模事業者においては商工

会を活用しながら事業に取組んでほしい。今回全４回のワークショップを開催するので、是非参加していただきたい。

●小規模事業者が果たすべきＰＲ方法

・情報収集の仕方

＜調査方法＞ ・何を調査するか明確にする。

１．定量情報 数値で把握できる情報（ ） ２．定性情報 なぜそう思ったのか

定量情報 定性情報

・好きか嫌いか

・感心があるか

・ボリューム

定量情報でわからないところは

定性情報で補足する

昨年度ワークショップに参加した３事業者より感想と課題を述べていただいた。
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・與那覇 政儀 氏（ケーキの店デュゥオ）

自分では美味しいと思ったけど、アンケート取ったら反応が悪かった。次はパッケージを作りたい。

青木 元 氏より

スターフルーツの加工品は県内ではデュゥオしかないので、継続して制作するとスターフルーツの加工品＝デュゥオ

のイメージになるのではないかと思う。

・大城 清美 氏（大城野菜生産農園加工所）

試作品の開発は予想以上に大変だったが、なめらかさを出して糖度計を取り入れ試作品をつくり良い商品ができた。

パッケージを改良して以前よりも手に取ってもらえるようになった。

青木 元 氏より

当初のスープは、添加物が多数入っていた。昨年度開発したのは、添加物を抜いて自分で一手間加えて作る商品に

した。そうする事で南風原かぼちゃらしさがより出るのではないかと考えた。

・知名 伸一 氏（有限会社美ら卵養鶏場）

味は良いが、パッケージが開けにくい。食べやすいようにクリームの料を調査して、ブラッシュアップした。パッ

ケーッジを改良し、売上３倍アップを目指す。

上記３社のように語れる事がたくさんあり、じっくり商品開発をしたら、伝えたい情報がたくさんでてくる。良い

商品は独り歩きしてくれるので、コンセプトをお客様が勝手に話してくれる。（コンセプト：共有財産）第 者が語

る事で、一般消費者への説得力がＵＰする。

商品開発について語る３事業者

與那覇政儀氏（ケーキの店 ） 大城清美氏（大城野菜生産農園加工所） 知名 伸一氏（美ら卵養鶏場）

●商品ＰＲに関する課題について

・ネットでの集客

・卸ではなく直接顧客にＰＲ

・地域をＰＲする材料探し

・限定での取り扱いに関するＰＲの活かし方

・課題だらけのスターフルーツを地域の事業者と連携して解決する。

●各事業者からの質問

・限定での取り扱いに関するＰＲの拾い方（デュゥオ）

限定商品は、ＰＲの為に行う。ＰＲ時に販売する時に自社の魅力を伝える方法を考える。

平成 年５月３０日 第１回 食品部門 ワークショップ開催

【 出 席 者 】

・知名 伸一 氏（（有）美ら卵養鶏場） ・上江洲 俊介 氏（㈱アキプロモーション）

・與那覇 政儀 氏（ケーキの店デュゥオ） ・大城 清美 氏（大城野菜生産農園加工所）

・野原 和子 氏（のはらファーム） ・大城 清子 氏（美花城ファーム）

【 講 師 】

・青木 元 氏（株式会社 ノイズ・バリュー社）

【事 務 局】（南風原町地域ブランド構築・展開プロジェクト）

・大城 雅史 （主任） 金城 昌之（支援員） 島袋 さやか（支援員）

・金城 和也 （南風原町商工会 経営指導員）

【 内 容 】

１．本ワークショップの紹介 ２．小規模事業者が果たすべきＰＲ方法

【 議 事 録 】

昨年から参加した事業者においては、ワークショップに参加して成果を出している。小規模事業者においては商工

会を活用しながら事業に取組んでほしい。今回全４回のワークショップを開催するので、是非参加していただきたい。

●小規模事業者が果たすべきＰＲ方法

・情報収集の仕方

＜調査方法＞ ・何を調査するか明確にする。

１．定量情報 数値で把握できる情報（ ） ２．定性情報 なぜそう思ったのか

定量情報 定性情報

・好きか嫌いか

・感心があるか

・ボリューム

定量情報でわからないところは

定性情報で補足する

昨年度ワークショップに参加した３事業者より感想と課題を述べていただいた。
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七夕時にスターフルーツの加工品を販売する事はニュースになる。

・自社の強みを多くの人に伝えたい。（美ら卵養鶏場）

●ＢｔｏＣに響くＰＲ方法

１．商品の強みを抽出してＰＲする

・東村のタコライスソースの事例を紹介

・顧客のインサイトを活用した事例

・ネーミングよりターゲットを絞る（トロピカルソース→タコライスソース）

２．ブランドのタッチポイントを増やす

・那覇ベーカリー石垣ブラウンケーキの事例を紹介

・接点を増やし徹底的にやっていく

・プライスカード、商品パッケージ、仕様書、看板、のぼり

・事業者の思いと良いものを届ける

・同じイメージ、同じコンセプト

・黒糖ケーキだと競合が多いので中身は黒糖ケーキだけど、ケーキの形をちょっと工夫いして名前を「エンジ

ェルブラウンケーキ」にした。

●ＢｔｏＢへのＰＲ

・バジルソースの事例では、仕様書をきちんと用意し、商品ＰＲも同時に行う。

・照間ビーグの事例では、ブランドイメージを統一する。

・写真イメージ、パンフレットイメージ等

・イベント出展時には、新規の見込みお客様には地図付きチラシを渡す

・既存のお客様には、イベントに来ていただいたら、サービスをプレゼント

・核となる魅力ある商品があるか。

・顧客とのタッチポイントを重要視する。
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平成 年 月 日 第 回 食品部門 ワークショップ開催

【 出 席 者 】

・知名 伸一 氏（（有）美ら卵養鶏場） ・上江洲 俊介 氏（㈱アキプロモーション）

・與那覇 政儀 氏（ケーキの店デュゥオ） ・大城 清美 氏（大城野菜生産農園加工所）

・野原 恵子 氏（筆工房一書） ・野原 和子 氏（のはらファーム）

・大城 清子 氏（美花城ファーム） ・赤平 伸也 氏（ＩＴ通信株式会社）

・花城 清和 氏 合資会社協和

・長嶺 優太 氏（南風原町役場産業振興課）

【 講 師 】

・青木 元 氏（株式会社 ノイズ・バリュー社）

【事 務 局】（南風原町地域ブランド構築・展開プロジェクト）

・大城 雅史 （主任） 金城 昌之（支援員） 島袋 さやか（支援員）

・金城 和也 （南風原町商工会 経営指導員）

【 内 容 】

・企画書・ニュースリリースの書き方と補助金事業の獲得の為に準備するべきこと

【 議 事 録 】

●広報と広告の違いについて

広報とは、ニュース性を感じてもらいながら発信し、無料で紹介してもらえる。

広告は、対価さえ払えば自由に表現可能である。詳しい違いについては、以下の内容の通りである。

広報 広告

掲載の採否の

決定権、編集権
メディア 企業（広告主）

費用 無料 有料

掲載の形態 記事・報道 広告・ＣＭ

情報の対象 読者、視聴者 見込み顧客

情報の目的 読者、視聴者に有益な情報 販売プロモーション等営業
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重視されるポイント 新規性、独自性、社会性、時代性 特になし

情報の特性 客観的 主観的

情報の説得力 高い 低い

情報の発信方法
プレスリリース 個別アプローチ

行政関係者など
ＰＲ会社、代理店など

ｱﾌﾟﾛｰﾁする担当者 記者・編集者 広告部・広告局

決定的な違い

●無料かつ効果的だがメディア側への

配慮が必要

●決定権や編集権はあくまでメディア

側であり、メディアのいくつかのルール

を順守したうえで、戦略的にアプローチ

する必要がある。

●費用さえ払えば、基本的に自由な

掲載ができる。効果はアタリ、ハズ

レが多い｡

●一定の投下量が求められる

（１回のみの効果は薄い）

広報のポイントと流れについて

① 高い技術力、独創的なサービスなどの優位性ある話題

② 社会問題を解決する、社会の話題に関わる技術・サービス、取組み

③ 季節モノ

④ 新しい考え方、潮流、ブーム

⑤ ドラマ

●プレスリリースに向けて

・目的（伝えたいことは何か） ・ニュース価値があるかの判断

・狙いを定める（媒体の選択 紙面・企画の選択） ・自ら作ることで客観視する習慣を身に着ける

・タイミングを計る

●企画書作成に求められるスキル

・情報収集、情報編集、デザインが大事でコミュニケーションを図る相手（企画の提案先）がどのような方を想定し

て 企画書を作る事も重要である。

●受け手に響くメッセージの作り方（６つのポイント）

① 単純明快 回りくどい言い方は避ける（説明は口頭で補足）

② 意外性（表現を変え相手を驚かす）

③ 具体的（相手が具体的にイメージ出来る表現を使う）

④ 信頼性（相手に信頼してもらえる実績を掲示）

⑤ 感情訴求（定量で響かない相手には、訂正で訴求）

⑥ 物話性（体験談で語る）

企画書とはコミュニケーションを図る為のきっかけである。そのゴールを目指し具体的な施作を明確にする事が

大事である。
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・幸司氏 琉球王朝時代の２枚の布を縫い合わせた風呂敷を参考にして、既存のストールを和裁

師に依頼し、着物と同じ縫製方法で真ん中から縫い大判のストールにした。 
・美枝子氏 シルクステンの糸を使用し形状記憶になるストールを南風原花織最高峰技術の絽織

で再現した。 
・拓也氏 刺し子風花織を宮田織物工場と協力し制作。今後、もんぺをはじめ、ジャケットなど

に様々なアパレル素材に展開したいと考える。 
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